
2025.01.23 

国道 53 号「京橋」耐震補強工事の 

現場見学会を開催しました 
 

【趣   旨】 

施工会社が設計図書に基づき現場で施工を進めようとする際、設計と現場の相違により設計変更が必要とな

る場合がある。この原因は、 

（１）既存橋梁の出来形寸法が、建設された当時の設計図面通りでない 

（２）建設後に補修・補強が施され、その記録がないため設計に反映されない 

（３）３次元的な構造細目が設計図で表現できてないため、部材が干渉する 

（４）上記のほか、特に仮設計画に関して事前確認や現地調査が不十分 

などが考えられる。これら設計変更により大幅な数量変更となる場合、受発注者とも工期や予算面で大きな負

担となる。これをできる限り少なくするためには、コンサルや施工会社に設計施工に関する技術的知識と経験

が求めらる。 

今回の現場見学会では、そのような視点に立った施工会社から見た知見を、やまこう建設の吉本監理技術者

から説明していただいた。 

 

【工 事 概 要】 

◆日  時 ： 2025年1月23日（木）13：30-15：00 

◆場  所 ： 八頭郡智頭町智頭633-4 

◆参加者数 ：  ７社、18名 

 

 

・工 事 名  ： 令和5年度鳥取河川国道事務所管内橋梁耐震補強第2工事 

・工   期  ： 令和6年3月15日～令和7年2月28日 

・工事概要  ： 水平分担構造工（A1：4箇所、P1：10箇所、A2：5箇所） 

        落橋防止装置工（P1：8箇所） 

        橋座拡幅絋（P1：1式） 

        仮設工 1式 

・発 注 者 ： 国土交通省 鳥取河川国道事務所 

・施 工 者 ： やまこう建設 株式会社 

 

 

【見学会の概要】 

当工事は、国道53号八頭郡智頭町山根地内の、京橋の橋梁耐震補強を行う工事である。現場では、水平分担構

造・落橋防止装置工の取付や吊足場を見学した。 

また、設計と現場との相違とその対応、吊足場では設計に見込まれていない通路の設置等について、これまで

数多くの橋梁耐震補強工事を担当されてきた「やまこう建設（株）」現場代理人の吉本氏より、工事概要、設計図

面と現場との不一致とその対策について説明して頂いた。 

設計図面と現場の不一致を一つでも見逃すと、手戻りとなり、費用面や工期面の影響は大きいことから、こ

の度の現場見学会は、参加者にとってとても有意義で、参考になるものであった。 
 



 

 

【見学会の状況】 

  

鳥取県ｺﾝｸﾘｰﾄ診断士会 鶴石会長挨拶 やまこう建設（株） 現場代理人 吉本氏から説明 



  

工事概要等の説明の様子 現場見学の様子 

  

現場見学の様子 現場見学の様子 

  

現場見学の様子 閉会の挨拶 鳥取県ｺﾝｸﾘｰﾄ診断士会 植木副会長 
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